
自主研究会／セミナー
院生中心の自主研究会、読書会、セミナーの予告情報。多くの研究会、セミナーは、他研究室の
学部生／院生、学外の方の参加を歓迎しています。

ゴフマン研究会（参加自由）

・テーマ：E. ゴフマンの著作を読み進めながら、現代社会におけるコミュニケーションに関
わる諸問題を、「パフォーマンス」概念を基軸に捉え直していくことを目的としています。
ゴフマン社会学への関心、パフォーマンス・エスノグラフィー（N.K. デンジン）との関
係、行為論からの関心等々、参加者の関心も多岐に渡っています。ご関心のある方の参加
をお待ちしております。

・テキスト
・ゴフマン著、石黒毅訳『行為と演技―日常生活における自己呈示』（誠信書房 ,1974

年）
・日時：毎週月曜日 17:00 ～
・場所：東北大学文化系総合研究棟（教育新棟）、402 演習室
・参加者：木村、新田（東北大学情報科学研究科社会政治情報学講座）、佐々木（東北大学

情報科学研究科メディア情報学講座）、山下貴之、上野佑
・連絡先：木村雅史（tadafumi_kjpATyahoo.co.jp）※スパム対策のため　@ を AT に変えて

います。
・次回（第 10 回）詳細：10 月 1 日（月）17:00 ～　『行為と演技』第三章「さまざまの局域

と局域行動」（138 ～ 163 頁）

筍ゼミ春季自主勉強会「日本の 20 世紀を問い返す」（参加自由）

・第 4 回告知
・廣松渉 『資本論の哲学』（1976 年、岩波書店〔1987 年新版を使います〕）
・報告担当：伊藤嘉高
・日時：2007 年 7 月 24 日（火）10：00 ～　場所：文学部棟

・20 世紀日本の代表的書物を採り上げ、それらがいかなる問題意識のもとに読まれ私たちに
何を残したのかを「時代の証言者」とともに脱イデオロギー的に問い返すことで、21 世紀
グローバル世界の社会理論構想への端緒を開く。

・企画者：笹島、伊藤
・次々回以降テクスト

・平田清明『市民社会と社会主義』（1969 年、岩波書店）
・平田清明『経済学と歴史認識』（1971 年、岩波書店）
・平子友長『社会主義と現代世界』（1991 年、青木書店）

・連絡先：笹島 - 参加される方は事前にご連絡ください
・詳しくは、筍ゼミ自主勉強会のページへ。

現代詩研究会（参加自由）

・企画：筍ゼミ

 風にむかって耳をむけよ
 風のみなもとに飢えた兎がいる
 河の岸に
 夜の兎たちが鋭い音をたてて
 原生樹の皮を噛る
 歯の音に狂気をさまし　雪のうえを
 きしみながら飢餓の脚を運べ
 黒田喜夫　「時と移動」

・連絡先：未定
・次回予定：未定　　
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http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%BB%B3%B2%BC%B5%AE%C7%B7
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%CC%DA%C2%BC%B2%ED%BB%CB
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%BE%E5%CC%EE%CD%A4
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%E4%A3%A5%BC%A5%DF%BC%AB%BC%E7%CA%D9%B6%AF%B2%F1
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%B3%D8%C9%F4%C0%B8
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%B0%CB%C6%A3%B2%C5%B9%E2


「場所の都市」研究会読書会（参加自由）

・知的戯れから離れ、時間／空間／場所／自然の弁証法の裡に新たな連帯の述語論理を見い
だそうとするデヴィッド・ハーヴェイの思索を真摯にたどる。

・テクスト： David Harvey, Justice, Nature and the Geography of Difference (1996, Blackwell）
・次回範囲（2007 年 7 月？日（））

・Chap.5 Historical Agency and the Loci of Social Change （板倉有紀）
・Chap.6 The Domination of Nature and its Discontents （伊藤嘉高）

・詳しくは、「場所の都市研究会」サイトへ

「シチュアシオン」研究会（参加自由）

・テクスト
・レイヴ＆ウェンガー著 , 佐伯胖訳 『状況に埋め込まれた学習―正統的周辺参加』（産

業図書 , 1993 年）
・日時：8 月 28 日（火）　16:00or17:00 ～
・参考情報

・http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/user/rosaldo/000728cp.html
・企画者：木村、上野
・連絡先：上野
・次々回テクスト（候補）

・リュック・ボルタンスキー＆ローラン・テヴノー著 , 三浦 直希訳 『正当化の理論―偉
大さのエコノミー』（新曜社 , 2007 年）

カステル研究会
（次回日程：４月２２日午後　文経合同棟２階　集団課程観察室（場所変更の可能性アリ）

テーマ：　M. カステルの情報社会論を読み進め、カステル内在的な「読み」を深めると共に「カ
ステルの情報社会論とは何か」を明確にする作業を行う。週１回ペースで、１－２章づつスピー
ディに要約と議論を進めていく。まずは "Internet Galaxy" から。次に読むモノとして検討してい
るのは新刊 "Mobile Communication" 等。

・"Internet Galaxy"　（1-2 章担当：松本洋輔）
・"Internet Galaxy"  （3-4 章担当：笹島秀晃）　⇒４月２２日午後

・興味関心のある方は松本洋輔まで（shaoshaoATsal.tohoku.ac.jp）

※スパム対策のため　＠　をＡＴに変えています。

ジェンダー読書会
趣旨：ジェンダー関係の文献を読み、交流することにより、ジェンダー・センシティビリティー
を高めることを目的としています。研究会というよりは、文献をきっかけとして、ジェンダーに
かかわる日常・研究生活について意見、不満、悩みなどを広く話したりしています。

・次回読書会： 文献・・・上野千鶴子『家父長制と資本制』岩波書店、3 ‐ 69 頁

　　　　　　　　　日程・・・2007 年 1 月 29 日（月）

・参加者募集：領域を問わず、幅広い分野の方の参加をお待ちしています。興味がある方
は、安達智史（ec023983@yahoo.co.jp）まで連絡ください。
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http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%B0%C2%C3%A3%C3%D2%BB%CB
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%BA%FB%C5%E7%BD%A8%B9%B8
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%B0%CB%C6%A3%B2%C5%B9%E2
http://www.cscd.osaka-u.ac.jp/user/rosaldo/000728cp.html
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%BE%BE%CB%DC%CD%CE%CA%E5
http://wikiwiki.jp/cities/?%C6%C9%BD%F1%B2%F1%B5%AD%CF%BF
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%C8%C4%C1%D2%CD%AD%B5%AA
http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%BE%BE%CB%DC%CD%CE%CA%E5
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